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作品はだれの「思想又は感情を創作的に表現したもの」か 

――創造性はどこにあるのか 

大谷卓史（吉備国際大学） 

 

著作権法において、著作物（作品）は「思想又は感情を創作的

に表現したもの」で、一品生産の工芸品を除き、実用品や工業製

品ではないものであると定義される（法 2 条 1 項 1 号、法 2 条 2

項）。ここで「創作的」であるとは、個性があれば足り、特に高度な

独創性は必要がないとされる（作花 2023: 68; 中山 2023: 67-80）。 

コンピュータが自動生成する芸術作品の歴史は比較的長い。

視覚的芸術においては、1950 年代にコンピュータに命令を与え、

多くの観客が真作と見分けがたいピート・モンドリアンの作品風の

視覚的パターンの出力が行われた（Noll 1966）。1980～90 年代に

は、カール・シムズや河口洋一郎などの美術家がコンピュータによ

るパターンの自動生成を活用し生命を想像させる作品を発表した

（服部 1994）。現代でも美術家の小阪淳は、フラクタル関数を用い

て異星人の都市や建築物を思わせるパターンを作出し、上空から

建築物を鑑賞するかのような映像を創出した1。小阪によれば、

Unity などの 3D ゲームエンジンを活用すると、独特かつ人間の描

くのが困難な細密パターンを描出する敷居はきわめて低い2。 

すでにこうした作品が存在し、その著作権は創作者に当然帰せ

られる一方、あらためて現代のいわゆる生成系 AI（Generative AI）

の著作権の帰属が問われるのはなぜだろうか。従来の視覚的・聴

覚的パターンを出力するソフトウェアやコンピュータシステムに比

べて、その操作者が出力に関与する度合いがきわめて小さいと見

えることが重要な理由の一つと考えられる。複雑なプログラミングを

行う必要もなく、高度な美術・工学の教育やトレーニングを受ける

必要もなく、命令（プロンプト）を与えるだけで、人間が筆で描き作

曲するならば高度な知識と技術を要する視覚的・聴覚的パターン

を生成できることから、コンピュータシステムに「自律性」を見出して

いるからというのが、いちおうの解答となりえる。ここでは、生成系

AI は視覚的・聴覚的パターン作出の主体であると見なされる。 

各国の著作権法は、原則的に、ある著作物の著作権や著作者

人格権という著作者の権利を帰属させる主体はそれを創作した者

とする（日本法 2 条 1 項 2 号）。これを創作者主義という。生成系

AI に創作における行為者性を認め、創作者主義をとるならば、生

成系 AI は著作者たりえるかという設問が有意味に見える。 

ところが、制作者の「思想又は感情」がかかわるとか、創作的と

かという条件は、人間以外の行為者を著作者のカテゴリから排除

するために用いられる（加戸 2021: 22; 中山 2023: 79-80）。したがっ

て、AI が出力した視覚的・聴覚的パターンにも著作権は認められ

ないとの主張はきわめて有力である（U.S. Copyright Office 2023）。 

その一方で、決定的瞬間を偶然とらえたとされてきたロバート・

キャパの『崩れ落ちる兵士』の写真を著作物と認めないのには、わ

れわれはためらうことだろう。「思想又は感情」を表現するため創作

された作品ではないと受容されたからファシズムとの闘いにおける

象徴的存在となり、芸術的価値を評価された。それが実は演出さ

れた作り物、すなわち明らかに「思想又は感情」を表現する創作

物であるとの疑いが生じたとき（沢木 2013; 吉岡 2017: 410-449）、

われわれはこの作品に幻滅を覚えないだろうか。 

 
1  https://www.youtube.com/@kosakajun 
2 「第5回キャリアアップ講座「AI時代のクリエイターの働き方～
お金と仲間と作品と～」を開催しました。」『ICTクラブ高梁ブロ
グ』2023年2月25日. https://ictclubtakahashi.com/archives/932 

アール・ブリュット（生（き）の芸術）は、正規の芸術教育を受けず

既存の芸術文化の外に立つ者が、展示を意図せず、制作の計画

を立てることなく創作した作品を指す（Champenois 2017=2018: 45-

58）。その制作物を芸術作品（著作物）として意義づけるのは、鑑

賞者である。日本国内のアール・ブリュットと評価される作品には、

架空の芸人のお笑い番組出演者リストがある。表としてとりたてて

工夫がなくただ名前が羅列され、制作者も芸術を意図して制作し

たものではない。このリストは、同じ架空の番組資料も含め、キュレ

ーターが発見することでアール・ブリュットとされた（櫛野 2018: 14-

19）。アール・ブリュットを作品（著作物）として成立させるのは、著

作者の「思想又は感情を創作的に表現」しているが故ではなく、

鑑賞者が美的文脈にその制作物を置いたが故と解釈できる。 

このように、報道写真の傑作とされた作品の帰趨やアール・ブリ

ュットの存在は、著作権法の規定にかかわらず、制作者/創作者

の「思想又は感情」の制作への関与が作品（著作物）成立とは必

ずしも結びつかない可能性を示しているように思われる。 

その一方で、阿部(2019)は AI の出力に創作性が認められれば、

その利用者を著作者とすべきとする。生成系 AI は、プロンプトを

与える利用者の「思想又は感情が創作的に表現されている」と示

しうる余地がある。プロンプトはプログラミングと同様生成系 AI に

一定のパターンを出力させる機能を有するものの、フラクタル関数

とパラメタに近いもので、むしろ生成系 AI の出力パターンが上記

のフラクタル図形たる作品と類比されるべきものだろう。すなわち、

生成系ＡＩの出力パターンは、プロンプトを通じて出力されたパタ

ーンを鑑賞・吟味し、そこに美（や醜、快適さ、不快など）を見出す

生成系ＡＩの利用者と、同様にそこに正負の美的価値を見出す鑑

賞者の存在によって、美的な存在として成立する。芸術作品を成

立させる契機として鑑賞と美の発見は不可欠に重要で、創作者は

作品の美の第一の鑑賞者である。つまり、美術作品/著作物は鑑

賞者（そして、第一の鑑賞者たる創作者）の存在を介して成立する。 

鑑賞行為は将来も人間が独占するだろうか。今後 AI が自ら鑑

賞し、美を見出すだろうか。そのときには新たな検討が必要だろう。 

 

阿部真也(2019)「いわゆる『ＡＩ生成物』のオーサーシップに関する
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